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豊
か
な
自
然
に
囲
ま
れ
、
伝
統
文
化

が
息
づ
く
、
檜
枝
岐
村
。
奥
会
津
の
最

奥
に
位
置
し
、
尾
瀬
の
玄
関
口
と
し
て

も
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
村
め
ぐ

り
か
ら
尾
瀬
の
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
ま
で
、

盛
り
だ
く
さ
ん
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
ま
ず
は
村
の
歴
史
を
知
り
た
い
と
い

う
こ
と
で
、
歴
史
民
俗
資
料
館
へ
。
林

業
や
農
作
業
の
用
具
な
ど
が
展
示
さ

れ
、
か
つ
て
の
村
の
暮
ら
し
を
垣
間
み

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
観
光
案
内
所
が

併
設
さ
れ
て
い
る
の
で
、
村
の
見
ど
こ

ろ
な
ど
観
光
情
報
も
収
集
で
き
ま
す
。

　
案
内
所
を
出
て
少
し
歩
く
と
、
道

沿
い
に
6
体
の
地
蔵
が
佇
ん
で
い
ま

す
。
村
人
の
信
仰
の
厚
さ
を
感
じ
な

が
ら
、
二
人
も
手
を
合
わ
せ
歴
史
を

偲
び
ま
す
。

　
穀
物
を
守
る
た
め
に
建

て
ら
れ
た
「
セ
イ
ロ
ウ
造

り
板
倉
」
を
通
り
、
檜
枝

岐
歌
舞
伎
の
舞
台
へ
と
通

じ
る
参
道
へ
と
向
か
い
ま

す
。
村
民
が
総
力
を
あ
げ

て
作
っ
た
と
い
う
舞
台
を

見
上
げ
、
歴
史
の
重
厚
な

空
気
に
圧
倒
さ
れ
ま
す
。
江
戸
時
代
よ

り
受
け
継
が
れ
て
き
た
檜
枝
岐
歌
舞

伎
に
興
味
津
々
で
、
伝
承
館
「
千
葉
之

家
」
を
見
学
。
演
目
紹
介
や
当
時
の
台

本
な
ど
、
貴
重
な
品
々
の
展
示
を
楽
し

み
ま
し
た
。

　
参
道
途
中
に
は
「
橋
場
の
ば
ん
ば
」

と
呼
ば
れ
る
水
神
様
が
鎮
座
。
近
年
で

は
縁
結
び
、
縁
切
り
の
神
様
と
し
て
多

く
の
人
が
訪
れ
ま
す
。
大
量
の
ハ
サ
ミ

が
供
え
ら
れ
、
願
い
を
込
め
た
絵
馬
が

掲
げ
ら
れ
て
い
る
、
不
思
議
な
力
に
満

ち
た
ス
ポ
ッ
ト
で
す
。

　
お
腹
が
す
い
た
と
こ
ろ
で
、
檜
枝
岐

で
は
め
ず
ら
し
く
「
そ
ば
屋
」
で
「
味

噌
ラ
ー
メ
ン
」
が
食
べ
ら
れ
る
「
か
ど

や
」
さ
ん
に
行
き
ま
し
た
。
店
内
は
20

席
ほ
ど
あ
り
、
次
々
と
地
元
の
方
で

い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
お
腹
が
い
っ
ぱ
い
に
な
っ

た
あ
と
は
、
フ
ラ
イ
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
を

楽
し
み
、
ミ
ニ
尾
瀬
公
園
で
ま
る
っ
と

一
匹
燻
製
に
な
っ
た
「
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ

オ
」
が
刺
さ
っ
て
い
る
ジ
ェ
ラ
ー
ト
で

休
憩
し
ま
し
た
。

　
1
日
目
の
締
め
く
く
り
と
し
て
公
衆

浴
場
「
燧
の
湯
」
で
汗
を
流
し
、
最
後

の
目
的
地
「
民
宿
檜
扇
」
で
美
味
し
い

「
山
人
料
理
」
を
い
た
だ
き
、
1
日
目

は
終
了
で
す
！

※「
山
人（
や
も
ー
ど
）料
理
」

詳
し
く
は
10
ペ
ー
ジ
へ

宿
泊P

P

P

P

堰堤

↓ 御池・尾瀬

禁漁区域

農協ガソリンスタンド

檜枝岐の舞台は、昭和51年に国指定
重要有形民俗文化財に指定されている。

ま
ち
歩
記

あ
る 

き

会
津

檜枝岐村上ノ原595-1
☎0241-75-2004
■11:00～15:00
■不定休、冬期間
　（11月中旬～４月末）

営
休

檜枝岐村居平
☎0241-75-2342（尾瀬檜枝岐温泉観光協会）
■9:00～16:00（休日祝日は8:00～17:00）
■冬期間（11月中旬～4月）
※5～10月の土日祝日は管理人が案内します。

開
休

檜枝岐村字下ノ原887-1
☎0241-75-2432
（檜枝岐村観光案内所）
［入館料］無料
■9:00～17:00
■無休
開
休

1
日
目

拡大版

今回、福島市から檜枝岐村めぐりに臨む山本君と清水さん。
初めて訪れる山あいの村を、目一杯楽しみます！

AIZU FAN8 AIZU FAN 7

出土された土器などから村の起源
までさかのぼり、古代の狩猟、穀物を
主食としていた自給自足の生活、林
産業まで、さまざまな展示物と解説
で、先人たちの暮らしの知恵を後世
に伝える資料館。

歴史民俗資料館
観光案内所

1

セイロウ造り板倉
奈良の正倉院と同じ建築様式で建
てられた穀物庫で、建築史上重要な
文化財。釘や柱をいっさい使用せ
ず、厚さ10cmほどの板を組み合わ
せて作られている。村指定文化財。

3

悪縁を切りたいなら新しいハサミを、
良縁を結びたいなら錆びて切れない
ハサミを供える。また、ばんばの石仏
の頭にお椀のフ
タをかぶせる
と、どんな願い
でも叶えてくれ
るとも言われて
いる。

檜枝岐歌舞伎の演目解説パネ
ルや衣装、代々受け継がれて
きた小道具などが展示され、
天井には迫力ある舞台の幕が
飾られている。 橋場のばんば4

檜枝岐歌舞伎伝承館
「千葉之家」5

かつての凶作の際の稚児の冥福を祈り、1730年
に建てられた。村人たちは季節に合わせた衣装を
まとわせ、供物を欠かすことがない。柔和な表情を
した地蔵は、最近では子宝や
子育ての守護としても
大切にされている。

六地蔵2

評判の「味噌らーめん」は、自家製の
ピリ辛味噌スープが中太麺に絡み、
絶妙な美味しさ！体がじんわりポカ
ポカあたたまる。一度食べたらまた
食べに行きたくなるような1杯に、
村内外にファンが増えている。

かどや7

ご利益が
あります
ように♥

歴史のある

伝統の舞台、

ぜひ観たい！

上演は

毎年5月と8月
だよ！

これは…

クセになる

ピリ辛★

豊かな自然に

伝統文化！

檜枝岐村の魅力を

たっぷりレポート

しま〜す！

檜枝岐歌舞伎は鎮守神の祭礼に奉納するという形
で上演されたため、神社に向かって建てられ、拝殿
のような形態をとっている。

檜枝岐の舞台
（国指定重要有形民俗文化財）

6

入浴料金は大人500円、子供250円。
宿泊者割引（大人のみ）適用で300
円。※村内の宿泊先で入浴券を購入。

山椒魚の粉末を混ぜ合わ
せたサンショウウオジェラー
ト（500円）。燻製丸々1本
のトッピング付は800円。
（期間・数量限定）檜枝岐村左通124-6　☎0241-75-2065

【開館期間】4月下旬～11月中旬
【入場料】［4月～8月］大人500円・子供200円

［9月～11月］大人200円・子供100円
■9:00～17:00（受付は16：30まで）
■期間中無休
営
休

檜枝岐村字上ノ台208-1
☎0241-75-2290
■［5月～10月］6:00～21:00
［11月～4月］12:00～20:00
［年末年始］6:00～21:00
■火曜午前中（清掃のため）

営

休

尾瀬の自然を気軽に体験できる公園。休憩所で販売する
カフェメニューが好評で、中でも珍しい「サンショウウオの
ジェラート」が大ヒット。園内には写真美術館なども
あり、尾瀬の魅力を味わうことができる。

ミニ尾瀬公園9

ミニ尾瀬公園のキャッチアンドリリースゾーンでは、フライフィッ
シングが楽しめる。この日が初挑戦の山本君、慣れない手つきで
キャスティング開始。何度かロッドを振り「思ったように飛ばな
いなぁ、力の入れ方が難しい…」と、困惑しながらも、ポイントを
移動しながらトライを続け、待望のヒット！美しい斑点のイワナ
の釣り上げに成功。大自然と触れ合える檜枝岐の楽しみをまた
ひとつ見つけることができた。

フライフィッシング8

公衆浴場 燧の湯
ひうち10

柔らかな肌触りの単純硫黄泉
の公衆浴場。川を眺め心地よ
い山風を感じながら、ゆったり
と浸かれる露天風呂で、癒しの
時間を過ごせる。

女湯の

露天風呂に

ハート型の

タイル発見♥

◀地形を利用し、神社への坂が自然の観客席になっている
　のも見事。

釣りには「遊漁券」が必要となります。村内の旅館、民宿、売店、観光
案内所で購入を。（日釣り券…1,050円）
※檜枝岐村域の河川､湖沼で釣りのできる期間は4月1日～9月30
　日。禁漁期間・禁漁区間を守って釣りを楽しんでください。

▲人気の
「味噌らーめん」（700円）。

檜
枝
岐
村
・
尾
瀬

ひ
の
え
ま
た



　

春
に
は
ミ
ズ
バ
シ
ョ
ウ
、
夏
に
は

ニ
ッ
コ
ウ
キ
ス
ゲ
な
ど
湿
原
特
有
の
植

物
が
咲
き
誇
り
、
雄
大
な
自
然
の
美

し
さ
を
楽
し
め
る
こ
と
で
、
多
く
の

ハ
イ
カ
ー
に
人
気
の
尾
瀬
。　

　

2
日
目
は
、
尾
瀬
御
池
ロ
ッ
ジ
か
ら

シ
ャ
ト
ル
バ
ス
で
約
20
分
、
沼
山
峠
登

山
口
か
ら
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
ス
タ
ー
ト
。

尾
瀬
認
定
ガ
イ
ド
の
平
野
さ
ん
の
案

内
を
受
け
、
木
道
を
歩
き
始
め
ま
す
。

木
道
と
は
、
湿
原
保
護
の
た
め
に
敷

設
さ
れ
た
木
の
歩
道
の
こ
と
。
「
木
道

と
い
う
言
葉
そ
の
も
の
が
、
尾
瀬
が
起

源
で
生
ま
れ
た
も
の
。
木
道
は
、
尾
瀬

の
シ
ン
ボ
ル
的
存
在
な
ん
で
す
よ
」
と

い
う
平
野
さ
ん
の
お
話
を
興
味
深
く

聞
き
な
が
ら
、
一
歩
一
歩
足
を
進
め
て

い
き
ま
す
。

　

上
り
が
少
し
続
い
た
あ
と
緩
や
か
に

下
る
道
に
入
る
と
、
登
山
初
心
者
の
二

人
も
木
道
の
歩
き
方
に
だ
い
ぶ
慣
れ
て

尾
瀬
沼
ま
で
徒
歩
約
5
分
の

檜
枝
岐
村
営
国
民
宿
舎「
尾

瀬
沼
ヒ
ュ
ッ
テ
」は
、泊
ま
り

で
ゆ
っ
く
り
と
尾
瀬
を
楽
し

む
こ
と
が
で
き
る
施
設
。副
支

配
人
の
穴
澤
さ
ん
は
、「
季
節

や
時
間
帯
ご
と
に
違
う
表
情

を
見
せ
る
尾
瀬
を
満
喫
で
き

ま
す
よ
」と
宿
泊
な
ら
で
は
の

醍
醐
味
を
教
え
て
く
れ
た
。

山
で
働
く
男
達
が
、そ
こ
で
採
れ
る

食
材
を
使
っ
て
食
べ
て
い
た
の
が

「
山
人
料
理
」。現
在
も
村
の
郷
土

料
理
と
し
て
伝
わ
っ
て
お
り
、そ
の

美
味
し
さ
は
も
ち
ろ
ん
、ヘ
ル
シ
ー
で
あ

る
こ
と
も
人
気
。珍
し
い
き
の
こ
や
イ
ワ

ナ
な
ど
、山
と
清
流
の
幸
は
、産
地
で
し

か
味
わ
え
な
い
格
別
の
ご
ち
そ
う
！

き
た
よ
う
で
す
。
す
れ
違
う
登
山

者
に
元
気
に
挨
拶
を
し
な
が
ら
林

内
を
進
み
、
道
沿
い
の
珍
し
い
植
物

に
も
目
が
留
ま
り
ま
す
。
緑
の
中
に

真
っ
白
に
映
え
る
真
珠
の
よ
う
な
実

は
、
シ
ラ
タ
マ
ノ
キ
。
赤
い
実
を
た
く

さ
ん
つ
け
て
い
る
の
は
ゴ
ゼ
ン
タ
チ
バ

ナ
。
可
愛
ら
し
い
実
に
、
心
が
和
み
ま

す
。

　

2
㎞
ほ
ど
歩
い
た
あ
た
り
で
視
界
が

開
け
、
大
江
湿
原
が
広
が
り
、
意
気

揚
々
と
尾
瀬
沼
へ
と
足
を
運
び
ま
す
。

　

「
晴
れ
た
日
に
は
こ
こ
か
ら
燧
ヶ
岳

が
見
れ
ま
す
が
、
季
節
や
天
候
ご
と
に

異
な
る
景
色
も
全
て
が
尾
瀬
の
魅
力
」

と
語
る
平
野
さ
ん
。
霧
も
や
に
包
ま
れ

た
神
秘
的
な
風
景
に
心
を
奪
わ
れ
、
そ

の
言
葉
に
二
人
も
納
得
で
す
。

　

自
然
の
宝
庫
・
尾
瀬
の
魅
力
を
全
身

で
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
ト
レ
ッ
キ
ン

グ
体
験
で
し
た
。

　

そ
し
て
、
尾
瀬
か
ら
村
中
へ
戻
り
、

檜
枝
岐
名
物
の
「
裁
ち
そ
ば
」
の
「
ま

る
家
」
さ
ん
に
伺
い
、
歯
ご
た
え
の
あ

る
そ
ば
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

檜
枝
岐
村
の
ま
ち
歩
記
の
最
後
に
、

曲
げ
わ
っ
ぱ
な
ど
を
販
売
し
て
い
る
木

工
展
示
販
売
所
に
立
ち
寄
り
ま
し
た
。

一
つ
一
つ
手
作
り
の
民
芸
品
、
お
土
産

に
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

も
く
ど
う

宿
泊

豊富な知識と経験を持つ認定ガイドと歩くことで、
尾瀬の楽しみをより深く知ることができる。

尾瀬沼のほとりに建つ、尾瀬沼ビジター
センター。周辺の自然保護活動や情報
発信を行なっている。尾瀬に関する展示
やスライドショーのほか、センター職員から
解説を受けることもできるので、尾瀬沼
散策の際にはぜひ立ち寄りたい。

燧ケ岳が一望できる立地で、大自然のパノラマは
圧巻！

◀囲炉裏を囲んで語らう
のも、この宿の魅力だ。

◀全33室、120名まで宿
泊可。部屋からも美しい
景色を楽しめる。風呂や
水洗トイレ、乾燥室や売
店なども完備され、快適に
過ごすことができる。繁忙
期の土曜日以外、2名以
上で個室対応可能。

鶏肉のような食感のアカタケや山野草の天ぷら。赤岩の塩で
いただく。

グミの実を具にした「そばやきもち」、そば団子のすいとん「つ
めっこ」、縁起物として伝わる菱形の餅「はっとう」など、檜枝岐
ならではの料理が並ぶ。

檜枝岐村上ノ台204
☎0241-75-2129 
【料金】大人８,７００円・子供５,8００円（税込）
（1泊2食付）
チェックイン 15：00　チェックアウト 10:00

檜枝岐村字燧ケ岳１（尾瀬沼東岸地区）
●現地宿舎（5月～10月） 
　衛星電話 090-7064-4183
●総合案内所（年中無休）
　☎0241-75-2350
【料金】大人9,000円（中学生以上）・小学生7,0００円
（1泊2食付）
チェックイン 13：00　チェックアウト 8:30

檜枝岐ガイド 楽（raku）
平野 崇之さん
檜枝岐ガイド 楽（raku）
平野 崇之さん

岩魚の刺身。
黄金色に輝く卵も美味！
岩魚の刺身。
黄金色に輝く卵も美味！

副支配人
穴澤 進さん

尾瀬には季節ごとの美しさがあります。

それぞれのシーズンに、心地よい自然を

堪能できますので、ぜひお越しください！

認定ガイドは、安全でより充実したトレッ

キングのためのご案内をしています。

お気軽にお問い合わせください。

檜枝岐には季節ごと

のおいしいものが、

たくさんあります。

手づくりの山人料理

で、村の自然の恵み

をたっぷり味わって

ください！

多
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色
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AIZU FAN10 AIZU FAN 9

囲炉裏で

焼きたての

イワナ！

うまいっ！！

憧れの尾瀬！

雄大な自然に

感動〜★

女将
星 利惠さん
女将
星 利惠さん

尾
瀬
沼
ヒ
ュ
ッ
テ

尾
瀬
沼
ヒ
ュ
ッ
テ 【開館期間】５月中旬～１０月下旬

※閉館時期は気象条件等により早まる
　事があります。
■7:30～16:00　■期間中無休営 休

山小屋に
泊まろう！

木の資料館
木工品展示販売所
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檜枝岐村見通1136
☎0241-75-2349
（檜枝岐村営林産所）
■8:30～17:00（冬季は9：00～）
■火曜　※夏休み期間中は無休

●ガイドのお問い合わせ
　楽（raku）ホームページ
　http://raku-hinoemata.com/

営
休

木目がキレイな

伝統工芸品が

いっぱい

あるよ♪

檜枝岐村居平638
☎0241-75-2025
■11:00～17:30（季節によって変更あり）
■冬期間（11月下旬～4月下旬）
営
休

つなぎを一切使わない純正のそば生地を重
ね、布を裁つように引いて切るという製法か
らその名が付いた「裁ちそば」。ここ「まる家」
では、手打ちはもちろん、在来種の蕎麦の実
だけを使い、素材にもこだわっているため、昔ながらのそばの色
や香り、味わいを楽しむことができる。そばの他、岩魚・山菜・野草
の「山川天ぷら」などの郷土料理もおすすめ。

古くから林業が大きな産業だっ
た檜枝岐村。その名のとおり、檜を
使った民芸品が文化として継承さ
れています。培われてきた技術が冴
える曲げわっぱをはじめ、杓子やヘ
ラなどの木工品やつる細工を取り揃えている。

滑らかでありながら、歯ごたえのある
食感が美味しい裁ちそば。数種の
漬物を細かく刻んだ自家製の薬味
も檜枝岐ならでは。

MAP

12

MAP

11

2
日
目

本家七代目
裁ちそば まる家13

檜枝岐村1泊2日スケジュール
①歴史民俗資料館・観光案内所
②六地蔵
③セイロウ造り板倉
④橋場のばんば
⑤歌舞伎伝承館「千葉之家」
⑥檜枝岐の舞台

⑫尾瀬トレッキング（尾瀬国立公園）
⑬裁ちそば まる家
⑭木の資料館・木工品展示販売所

⑦かどや
⑧フライフィッシング
⑨ミニ尾瀬公園
⑩燧の湯
⑪民宿檜扇

噛んで食べると、

そば本来のおいしさを

より一層味わえますよ。

こだわりの「裁ちそば」

ぜひご賞味ください！

店主　星 哲二さん店主　星 哲二さん

ゆ
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か

手
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事
の
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げ
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手
、星
寛
さ
ん
の
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房
を
訪
ね
た
。檜
枝
岐
村

の
良
質
の
黒
檜
と
山
桜
の

皮
を
使
い
、熟
練
の
技
で
、

弁
当
箱
な
ど
の
曲
げ
物
を

作
っ
て
い
る
。曲
線
の
美
し

さ
が
際
立
つ
伝
統
の
逸
品

に
、目
を
奪
わ
れ
る
。

1日目

2日目
星さんは、「森の名手、名人100人」
（国土緑化推進機構選定）にも選ば
れている。




